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移動通信システムに関する国際標準化を推進する
3GPP は、各国・地域における複数の標準化団体から
構成されるもので、1998 年に発足した。第 3 世代移動
通信システム（3G）における標準技術仕様を発行した
後、4G、5G、5G-Advanced までの国際標準化を推進
し、現在は 6G に向けた議論も開始している。3GPP に
は複数の TSG（Technical Specification Group）があり、
無線アクセスネットワーク（Radio Access Network）
に関する標準化を行うのが TSG RAN である。各 TSG
は複数の WG から構成され、無線レイヤで最も低いレ
イヤに関する標準化を行う WG が RAN1 である。

3GPP における標準化活動は、Release と呼ばれる
1 つの「パッケージ」を単位に、期間及び議題を定めて、
技術仕様の策定が行われる。例えば、5G の初版は
Release 15 で仕様が策定されている。本稿の表題であ
る Release 18 は、3GPP では 5G Advanced に位置づけ
られて、RAN1 の標準化活動は 2022 年から 2023 年に
かけて行われた。RAN1 Release 18 では、標準仕様策

定に向けて多くの議題が扱われ、例えば研究段階の議
題Study Item（SI）にはAI/ML（Artificial Intelligence/
Machine Learning） for NR air interface など、技術仕
様策定に向けた議題 Work Item（WI）には NR MIMO 
evolution for downlink and uplink や NTN （Non-
Terrestrial Networks） enhancements などが含まれ
た。これらの議題のうち、SI から WI までを行う議題
と し て 設 定 さ れ た の が、 議 題 Network-Controlled 
Repeater（NCR）である [1]。

RAN1 Release 18 における NCR は、バックホール
回線の敷設が困難な場合等、基地局の設置を行うこと
なく、柔軟に通信範囲（カバレッジ）を拡大する手法と
して標準仕様の策定が行われた。これまでにもカバ
レッジ拡大手法として、有線のバックホール回線を不
要とする IAB（Integrated Access and Backhaul）[2]
や、固定ビームで受信した信号を増幅して固定ビーム
で出力する RF リピータ [3] に関する標準化が行われ
た。表 1 に IAB、NCR 及び RF リピータとの比較を示
す [4]。RF リピータは、少ない敷設コストでカバレッ
ジ拡大を行うという観点からは有用な手法である。
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Release 18 では、RF リピータの機能拡張として、不
要な信号増幅によるノイズフロア上昇の抑制や適切な
ビーム選択による干渉抑制などを図るため、制御装置
からの指示に基づき制御される NCR に関する標準化
が行われた。

図 1 に NCR の概念図を示す [5]。NCR は制御装置か
らの指示を制御回線（Control Link）を通じて NCR-MT

（Mobile Termination）で受信し、基地局からのバック
ホール回線（Back-hall link）を移動局（UE）へ中継する
NCR-Fwd（Forward）において使用するビームの選定
や中継ON-OFFを制御する。中継を行う必要がない時
間には NCR-Fwd（中継機能）を停止したり、対象とす
る移動局ごとに適切なビームを選択したりすることで、
中継を必要としない移動局への与干渉を低減する。
Release 18 における NCR に関する標準化の目的の詳
細が WID（Work Item Description）に記載されてい
る。NICTはWIDをサポートするメンバー（Supporting 
Individual Member）として本議題の標準化活動に寄
与した。

	 NICT による寄与

NICT は、議題 NCR に対して 3 件の寄与文書を入力
し た [6]-[8]。 こ れ ら の 寄 与 文 書 に お け る 提 案

（Proposals）には、NCR-Fwd における中継機能の制御
に関する内容（送受信タイミング、ビーム制御、On-Off
制御等）が含まれている。例えば、
1）送受信タイミング：中継局における内部処理遅延を

考慮した上で、NCR-Fwd の送受信タイミングを設
定すること。

2）ビーム制御：NCR-Fwd・UE 間の Access link にお
ける非周期ビームは、時間と対応するビームが 1 対
1 で関連付けられること。

3）On-Off 制御：制御装置からのビーム通知を介して
On-Off 制御を実施すること。
これらの提案は、いずれも中継を必要としない移

動局に対する干渉を軽減することを目的としてい
る。すなわち、送受信タイミングについては、内部
遅延によってスロットの時間幅を超えて中継を行っ
て干渉を与えないようにするものであり、ビーム通
知による On-Off 制御は中継を要しないスロットで
は中継を停止するものである。干渉を軽減すること
で、システム全体の容量を維持しつつ、カバレッジ
の柔軟な拡大が図れることになる。また、これらの
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IAB [2] NCR RFリピータ [3]
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表 1　IAB、NCR及び RFリピータとの比較（[4]を基に作成）

図 1　NCRの概念図（[5]より引用）
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提案は、他の寄与文書からの提案とともに WG にお
ける合意（Agreement）となり、SI における出力文書
である Technical Report（TR）38.867 として発行され
た。その後、WI として標準技術仕様の策定を進めて、
Technical Specification（TS）38.213 等に合意内容が反
映された。

	 まとめと今後の展望

本稿では、3GPP RAN1 Release 18 における議題
NCR の標準化の概要及び NICT による寄与について
述べた。Release 18 では、リピータにおける送信電力
制御に関する標準仕様の策定は先送りとなった。送信
電力制御の導入は、中継を必要としない移動局への干
渉を軽減に貢献できる可能性がある。今後、標準化が
なされる際には貢献をしていきたい。
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